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条例制定「宮園公園」
こんなことが
決まりました

６ 月
定例会

―　第２回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

岡
本　

精
二

早
田　

吉
臣

藤
本　

新
一

中
村　

俊
也

黒
川
麻
里
子

川
邉　

正
美

西
村　

久
徳

審議結果

承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（五木村税条例等の一部を
改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認 全員賛成

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適任で答申 全員賛成
議案第29号 五木村固定資産評価員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意 全員賛成
議案第30号 五木村課設置条例の一部改正に伴う関係条例の一部改正ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第31号 五木村国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第32号 五木村公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第33号 五木村育英資金貸与基金条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第34号 令和３年度五木村一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第35号 令和３年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第36号 令和３年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第37号 令和３年度五木村介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成
議案第38号 令和３年度五木村墓地公園特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 賛成多数

議員提案
第１号 五木村議会会議規則の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成

議員提案
第２号 五木村議会委員会条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

大イチョウで知られる宮園の公園を村の条例で
「宮園公園」とする事が全会一致で制定。

　令和３年第２回、五木村議会定例会を６月９日（水）10：00から開催。
　会期を６月11日までの３日間として報告案件１件、専決処分の承認案件１件、人事案件２件、条例の一部
改正案件４件、令和３年度補正予算案件５件、議員提案２件の合計15件が提案された。その提案理由の中で
木下村長は、五木村公園の設置及び管理に関する条例の一部改正で宮園観光施設の整備が完了したことに伴い
「宮園公園」を追加すること。一般会計予算の補正は6,302万５千円を追加、その主なものは、新型コロナウ
イルス感染症対策費2,146万７千円として営業時間短縮要請協力負担金、商品券（一人当たり１万円予定）高
齢者支援、PCR検査、携帯用アルコール消毒液（各家庭用）、東小学校の手洗い自動水洗化工事そして、人事
異動に伴う人件費の組み換えなどと説明した。
　人事案件は人権擁護委員に樅

もみのき

木晴
はる み

美氏を推薦。固定資産評価員に北
きたはら

原仁
ひと し

司氏を選任同意を提案した。

　質疑など慎重審議の結果「墓地公園特別会計補正予算」が賛成多数、そのほかの専決処分、人事案、条例改
正、補正予算4件は全員賛成で可決した。
　一般質問は２日目の６月10日（木）3人の議員が新型コロナウイルス感染症対策、学校教育、行政、災害復
旧についてなどを質問、村政について考えを質した。

宮園公園
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五木村の教育指針は
西教育長　小、中学校連携、英語教育に重点を

村政
を
問う
一般質問

教
育
行
政
の
取
り
組

み
は

教
育
長
に
就
任
さ
れ
て
五

木
村
の
教
育
行
政
へ
の
取
り
組
み

は
。

基
本
理
念
は
豊
か
な
心

と
確
か
な
学
力
を
持
ち
、
ふ
る
さ

と
五
木
を
大
切
に
す
る
人
づ
く
り

を
目
指
す
。
基
本
目
標
と
し
て
、

①
生
き
る
力
を
育
成
す
る
五
木
型

教
育
を
充
実
、
②
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
連
携
強
化
に
よ
る
地
域
教

育
力
の
活
用
、
③
五
木
村
の
伝
統

や
文
化
を
尊
重
し
、
郷
土
を
愛
し

誇
り
を
持
つ
態
度
の
育
成
、
④
生

涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
事
の
出

来
る
環
境
の
充
実
と
し
て
い
る
。

　

現
況
と
し
て
は
、
小
学
校
27
人
、

中
学
校
21
人
で
、
５
年
前
と
比
較

し
て
小
学
校
は
10
人
の
減
少
、
中

学
校
は
同
数
。
今
後
小
学
校
は
同
数

程
度
、
中
学
校
は
令
和
4
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
傾
向
に
な
る
。

小
学
校
は
複
式
学
級
が
あ

る
、
単
式
学
級
に
考
え
直
す
機
会

は
な
い
か
。村

が
教
員
を
1
人
雇
入

れ
単
式
に
す
る
の
が
理
想
だ
と
思

う
。
当
局
と
協
議
し
な
が
ら
ま
た
、

議
会
と
も
話
を
し
な
が
ら
と
考
え

て
い
き
た
い
。

五
木
型
教
育
の
中
で
中
学

校
の
先
生
が
、
小
学
校
に
行
き
各

専
門
の
科
目
を
教
え
て
い
る
、
そ

の
反
応
は
。小

中
交
流
で
中
学
校
の

音
楽
と
美
術
の
先
生
に
兼
務
辞
令

を
も
ら
い
週
に
1
回
ず
つ
行
っ
て

い
る
。
小
学
校
と
の
折
り
合
い
を

つ
け
な
が
ら
遠
隔
授
業
も
取
り
入

れ
て
行
き
た
い
。

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

社
会
教
育
の
取
り
組
み
は
。

い
き
い
き
大
学
な
ど

を
通
じ
て
高
齢
者
の
学
ぶ
機
会
ま

た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
実
施
し
て
来

た
。
こ
れ
か
ら
の
企
画
と
し
て
絵

手
紙
教
室
、
簡
単
ス
マ
ホ
教
室
、

ニ
ュ
ア
ル
や
訓
練
な
ど
は
行
っ
て

い
な
い
。学

校
だ
け
で
な
く
役
場
も

住
民
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
訓
練
を
行
う
べ

き
と
思
う
。
ま
た
、
隣
接
市
町
村

と
の
連
携
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

球
磨
郡
町
村
会
で
は
「
球

磨
郡
町
村
災
害
時
総
合
応
援
に
関

す
る
協
定
」
を
5
月
14
日
付
で
締

結
し
て
い
る
。

八
代
市
と
も
協
定
を
結
び

県
道
25
号
線
の
改
善
を
す
る
考
え

は
な
い
か
。

県
に
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
高
規
格
で
災
害
に
強
い
道
路
に

と
球
磨
郡
町
村
会
で
も
お
願
い
し

て
い
る
。

今
か
ら
で
き
る
英
会
話
教
室
、
健

康
料
理
教
室
な
ど
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
知
識
を
生

か
し
た
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
な

ど
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

村
の
危
機
管
理
に
つ

い
て

行
政
機
関
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。

災
害
対
応
必
携
、
五

木
村
災
害
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
そ

し
て
１
０
０
ペ
ー
ジ
に
な
る
「
五

木
村
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
て
い
る
。

職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
解

を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
訓
練
の

実
施
状
況
は
。熊

本
県
か
ら
出
向
の

川
崎
課
長
補
佐
か
ら
の
講
話
研
修

と
避
難
所
で
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

組
立
訓
練
を
実
施
し
た
。

大
阪
の
池
田
小
学
校
で
の

刺
殺
事
件
な
ど
の
事
例
に
対
応
し

た
訓
練
な
ど
は
実
施
さ
れ
た
こ
と

は
あ
る
の
か
。そ

の
様
な
対
応
マ

早田 吉臣 議員

避難所開設訓練の様子

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

教
育
長

村
長

村
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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学
校
教
育
に
つ
い
て

学
級
編
成
に
お
け
る
単
式

学
級
の
基
準
は
何
人
か
。
東
小
学

校
の
現
状
を
お
聞
き
し
た
い
。

学
級
編
成
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
別
紙
資
料
に
よ
り
説
明

い
た
し
ま
す
。

単
式
と
複
式
学
級
の
相
違

点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。

大
き
な
相
違
点
は
単
式

学
級
は
一
人
の
担
任
教
師
が
同
一

学
年
を
担
任
し
、
複
式
学
級
で
は

二
つ
の
学
年
を
一
人
の
教
師
が
担

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
式

で
は
同
じ
教
科
書
や
教
材
を
使
い
、

複
式
で
は
二
つ
の
教
科
書
や
教
材

を
使
う
。
複
式
の
担
任
は
授
業
の

準
備
、
指
導
計
画
、
教
材
研
究
、

最
後
に
評
価
も
二
学
年
分
す
る
こ

と
に
な
る
。
直
接
指
導
す
る
時
間

が
少
な
く
な
り
、
こ
の
事
が
マ
イ

ナ
ス
面
で
も
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者

の
方
々
は
、６
月
７
日
に
終
え
る
見

通
し
で
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、接
種
希
望
者
以
外
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。ま
た
、一
般

の
方
々
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
の

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
計
画
書
に
よ

り
説
明
。
高
齢
者
の
接
種
は
７
月

末
ま
で
に
完
了
予
定
、
一
般
対
象

者
は
７
月
下
旬
、
生
徒
の
方
々
は

８
月
中
旬
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

接
種
希
望
者
以
外
の
方
は
説
得
を

し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

保
健
福
祉
課
長

東小学校の学級編成について
西教育長　学級編成の基準を説明

教
育
長

教
育
長

（公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員
定数の基準に関する法律）
第３条第２項
小学校
・同学年の児童で編制する学級 40人
・第１学年の児童で編制する学級 35人
・二つの学年の児童で編制する学級 16人
・第１学年を含む学級で編制する学級 ８人
中学校
・同学年の生徒で編制する学級　 40人
・二つの学年で編制する学級　　　　 ８人
〇五木東小学校の児童数の推移

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
１学年 ５ ５ ３ ７ ８
２学年 ４ ５ ５ ３ ７
３学年 ２ ４ ５ ５ ３
４学年 ７ ２ ４ ５ ５
５学年 １ ７ ２ ４ ５
６学年 ８ １ ７ ２ ４

計 27 24 26 26 32
学　級 ４ ４ ３ ４ ４

〇五木中学校の生徒数と推移
令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年

１学年 ６ ８ １ ７ ２ ４ ５

２学年 10 ６ ８ １ ７ ２ ４

３学年 ５ 10 ６ ８ １ ７ ２

計 21 24 15 16 10 13 11

学　級 ３ ３ ３ 22 ２ ２ ２

村政
を
問う
一般質問

岡本 精二 議員

※　は複式学級を表す。
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村政
を
問う
一般質問

川
辺
川
ダ
ム
復
活
に

つ
い
て知

事
は
12
年
前
、
ダ
ム

を
白
紙
撤
回
し
、
ダ
ム
に
よ
ら
な

い
治
水
対
策
を
発
表
さ
れ
、
10
年

経
っ
て
も
何
一
つ
出
来
ず
、
昨
年

の
大
氾
濫
に
よ
り
尊
い
生
命
や
財

産
を
失
い
、
未
だ
多
く
の
方
が
途

方
に
暮
れ
て
い
る
。
知
事
は
こ
の

甚
大
な
被
害
に
驚
き
川
辺
川
に
流

水
型
ダ
ム
を
造
る
と
表
明
し
、
国

交
大
臣
に
協
力
を
要
請
し
た
。
こ

の
ダ
ム
に
つ
い
て
も
賛
否
両
論
あ

る
が
、
着
工
か
ら
完
成
ま
で
の
見

通
し
は
。国

に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
よ
り
調
査
・
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
完
成
の
見
通
し
は
わ
か
ら
な

い
。

穴
あ
き
ダ
ム
と
は
五
木

村
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
か
。

国
に
お
い
て
、
今
回
調
査
・

検
討
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
い
う
も
の

か
示
さ
れ
な
い
限
り
想
定
で
き
な

い
。
国
に
し
っ
か
り
と
そ
の
状
況
に

つ
い
て
の
調
査
結
果
等
を
早
く
示
す

よ
う
要
求
し
て
い
る
。

五
木
村
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
五
木
ダ
ム
、
五
木
小
川
や
梶

原
川
に
も
治
山
砂
防
ダ
ム
を
造
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

国
・
県
に
要
望
し
て
い
る

が
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
要
求
し

て
い
く
。穴

あ
き
ダ
ム
と
な
る
と
現

在
、
久
領
や
逆
瀬
川
発
電
所
等
の

大
口
固
定
資
産
税
が
入
っ
て
こ
な

く
な
る
。
そ
の
対
策
は
。

国
、
県
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

村
内
の
災
害
復
旧
に

つ
い
て本

村
で
も
昨
年
の
７
月

豪
雨
で
道
路
・
河
川
等
47
か
所
災

害
が
発
生
し
て
お
り
、
中
で
も
県

道
久
連
子
落
合
線
を
は
じ
め
５
年

現
在
31
億
９
７
０

０
万
円
で
あ
る
。

借
金
が
31
億
９
７
０
０
万

円
と
は
村
民
一
人
当
た
り
３
１
９

万
円
で
県
下
一
の
借
金
持
ち
と
な

る
。
議
会
は
４
年
前
に
率
先
し
て

議
員
定
数
を
10
名
か
ら
８
名
に
削

減
を
行
っ
た
。
年
間
６
０
０
万
円

の
４
年
間
で
２
４
０
０
万
円
の
節

減
と
な
る
。
人
口
が
少
な
く
な
る

中
、
借
金
は
増
え
厳
し
く
な
る
の

で
行
政
は
思
い
切
っ
た
行
財
政
改

革
を
す
る
べ
き
で
は
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。移

住
・
定
住
事
業
に
つ

い
て

人
口
の
少
な
い
山
村
に
移

住
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
実
に
あ

り
が
た
い
。
最
初
は
地
域
の
事
が

わ
か
ら
な
い
の
で
村
当
局
は
も
ち

ろ
ん
地
域
全
体
で
温
か
く
迎
え
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
が
。

地
域
全

体
で
温
か
く
迎
え
る
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

川辺川ダムの復活について
木下村長　国に早く示すよう要望している

前
の
村
道
白
蔵
線
の
復
旧
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

昨
年
度
末
ま
で
に

村
道
11
か
所
が
災
害
復
旧
工
事
発

注
済
み
。
村
道
白
蔵
線
は
協
議
を

踏
ま
え
９
月
に
災
害
査
定
を
受
け

て
進
め
て
い
き
た
い
。

五
木
村
の
振
興
計
画

に
つ
い
て

村
・
県
が
作
成
し
た
振
興

計
画
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
ひ

か
り
輝
く
五
木
村
」
と
実
に
輝
か

し
い
名
文
句
で
あ
る
。
私
共
は
名

実
と
も
に
ひ
か
り
輝
く
村
づ
く
り

に
向
け
、
村
民
の
生
活
の
豊
か
さ

が
実
感
で
き
、
名
に
恥
じ
な
い
よ

う
最
大
の
努
力
が
必
要
だ
が
。

議
員
が

言
わ
れ
ま
し
た
よ
う
に
村
民
が
幸

せ
を
感
じ
る
よ
う
な
村
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

今
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
で
産
業
・
経
済
等
、
国

民
生
活
に
大
変
混
迷
し
て
い
る
。

国
の
借
金
も
１
，
０
０
０
兆
円
を

超
え
、
村
も
大
変
な
起
債
を
抱
え

て
い
る
が
、
ど
れ
だ
け
か
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

西村 久徳 議員
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木
村
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
校
す
る
計

画
と
、
村
内
で
後
継
者
も
育
成
し
よ
う
と

進
め
て
い
ま
す
。

③
五
木
村
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

　

以
前
か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
ツ
ー
リ
ン
グ
で
、

ほ
ぼ
日
本
全
国
を
走
行
し
、
も
ち
ろ
ん
五

木
村
に
も
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
自

然
豊
か
な
五
木
村
の
魅
力
は
他
で
は
探
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
五
木
村
で
生
活

す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
五
木
村
の

魅
力
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

町
と
比
べ
る
と
便
利
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
を
欠
点
と
は
感
じ
さ
せ
な
い
、
五
感

を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
が
こ
の
地
に

は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
を

説
得
し
数
年
先
に
は
五
木
村
へ
の
定
住
計

画
も
構
想
に
入
れ
て
い
ま
す
。

④
村
や
議
会
に
対
し
て
の
要
望
な
ど
あ
り
ま

す
か
？

　

デ
ジ
タ
ル
経
済
の
中
で
高
齢
化
を
迎
え
、

更
に
は
川
辺
川
ダ
ム
の
開
発
再
計
画
案
が

浮
上
し
、
村
民
に
不
安
か
ら
く
る
暗
さ
が

広
が
る
た
め
、
移
住
定
住
促
進
も
踏
ま
え

た
、
村
民
活
性
化
の
為
に
、
若
い
世
代
が

若
い
感
性
で
提

案
で
き
る
環
境

と
、
年
配
の
方

が
楽
し
み
、
生

き
生
き
と
暮
ら

せ
る
環
境
の
融

合
を
お
願
い
し

た
い
で
す
。

  ７日 定例全員協議会（全議員）
  ８日 定例郡議長会議（岡本議長）
  ９日 広報委員会（第2回）
15日 郡体育協会理事会（岡本議長）

16日 広報委員会（第3回）
22日 例月監査（中村監査委員）
23日 広報委員会（第4回）
24日 球磨川復興事務所開所式（岡本議長）

12日 定例全員協議会（全議員）
13日 定例郡議長会議（岡本議長）
17日 人吉下球磨消防組合議会臨時会（岡本せ議員）

20日 例月監査（中村監査委員）
 経済常任委員会（各委員）

21日 人吉球磨広域行政組合議会運営委員会（川辺議員）
31日 人吉球磨広域行政組合議会臨時会（黒川・川辺議員）

  １日 議会運営委員会（各委員）
  県町村議会議長会臨時総会（岡本議長）
  定例郡議長会議（岡本議長）

  ２日 定例全員協議会（全議員）
  ４日 川辺川ダム砂防事務所事業説明（岡本議長）
  ７日 議会運営委員会（各委員）
  ９日 第２回議会定例会開会（全議員）～ 11日閉会
11日 広報委員会（第1回）
23日 例月監査（中村監査委員）

①
自
己
紹
介

　

今
年
4
月
よ
り
、
菊
池
市
か
ら
単
身
で
移

住
し
て
き
ま
し
た
平
山
光
信
（
58
歳
）
と
申

し
ま
す
。
菊
池
市
に
い
る
家
族
は
妻
（
54

歳
）、
長
男
（
28
歳
）、
長
男
の
嫁
（
外
国
人

27
歳
）　

そ
し
て
ト
イ
プ
ー
ド
ル
の
愛
犬
（
メ

ス
7
歳
）
で
す
。
性
格
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
興

味
を
持
つ
と
没
頭
す
る
タ
イ
プ
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
学
生
の
頃
か
ら
飛
行
機
や
オ
ー
ト

バ
イ
が
好
き
で
、
永
年
オ
ー
ト
バ
イ
や
電
動

ス
ク
ー
タ
ー
の
研
究
・
開
発
・
製
造
を
行
い
、

将
来
は
自
分
自
身
が
乗
る
空
飛
ぶ
シ
ニ
ア

カ
ー
を
開
発
し
た
い
と
希
望
を
持
っ
て
い
ま

す
。

②
仕
事(

勤
務
先)

に
つ
い
て

　

五
木
村
役
場
ふ
る
さ
と
振
興
課
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
五
木
村
の
観
光
集
客

や
、
情
報
発
信
を
目
的
に
、
主
に
無
人
航
空

機
（
ド
ロ
ー
ン
）
を
活
用
し
た
空
撮
や
、
写

真
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
内
の

仕
事
量
の
確
保
や
人
材
育
成
で
、
近
々
、
五

議会の動き（4月～6月）
4
月

5
月

6
月

村人
インタビューよ

ろ
し
く
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

平
ひらやま

山光
みつのぶ

信さん（西谷）

つぶやき

　

広
報
委
員
と
し

て
４
年
間
、
広
報

紙
の
作
成
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
議
会

で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、

議
員
に
な
る
ま
で
知
ら
な
い
こ

と
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

な
か
な
か
表
に
出
づ
ら
い
議
会

の
で
き
ご
と
を
、
わ
か
り
や
す

く
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し

た
い
と
思
っ
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
「
議
会
の

一
コ
マ
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
作

り
ま
し
た
。

　

議
会
で
決
め
る
こ
と
は
生
活

に
関
わ
る
こ
と
。
子
供
の
頃
か

ら
議
会
に
親
し
み
を
持
っ
て
興

味
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
想

い
で
描
い
て
き
ま
し
た
。

　

締
切
に
追
わ
れ
、
大
変
な
思

い
も
し
ま
し
た
が
、
少
し
で
も

子
ど
も
た
ち
の
目
に
留
ま
り「
議

会
は
そ
れ
ほ
ど
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
も
の
で
は
な
い
」
と
認
識
し

て
も
ら
い
、
今
後
若
い
世
代
の

議
員
が
誕
生
す
れ
ば
い
い
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

４
年
間
、
読
ん
で
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

の
新
し
い
広
報
委
員
の
活
動
に

も
ご
注
目
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

黒
川
麻
里
子
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次
回
の
定
例
会
は
９
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

表紙題字：故 尾方　芳郎氏

　

私
の
五
木
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
五
木
村
の
人
み
ん
な

が
優
し
い
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
い

つ
も
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」
な

ど
優
し
い
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
ら
で
す
。
私

は
、
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
元
気
が
出

ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
小
学
生
の
う
ち
に
い

ろ
い
ろ
な
経
験
な
ど
が
で
き
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
体
験
の
お
陰
で
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
も
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
将
来
大
人
に
な
っ
て
自
信
を

も
っ
て
五
木
村
の
こ
と
を
紹
介
で
き

る
よ
う
に
五
木
村
の
自
慢
を
色
々
調

べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

五
木
村
の
自
然
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

私
が
五
木
村
の
大
好
き
な
と
こ
ろ

は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
自
然
で
す
。
理
由
は
、
近

く
に
山
や
川
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ

れ
に
、
季
節
ご
と
に
、
見
え
る
景
色

が
違
う
の
で
、
気
分
が
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
五
木
村
に
は
、
山
、
川
が
近

く
に
あ
る
の
で
、
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
が

見
ら
れ
た
り
、
川
で
は
、
新
鮮
な
ア

ユ
や
ヤ
マ
メ
が
捕
れ
た
り
し
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
地
域
の
人
が
と
て
も

優
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
理
由
は
、

つ
ば
き
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
つ
ば

き
の
あ
い
さ
つ
で
返
し
て
く
だ
さ
る

し
、
優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る

か
ら
で
す
。

　

だ
か
ら
、
私
は
五
木
村
が
大
好
き

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
五
木
村
の
い
い

と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で

す
。

五
木
東
小
学
校　

６
年

永な
が

井い

愛あ

ゆ結
さ
ん

五
木
東
小
学
校　

６
年

豊と
よ
な
が永

愛あ
い

浬り

さ
ん

笑顔あふれる五木っ子笑顔あふれる五木っ子

五木村の好きなところ五木村の大好きなところ
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